


　　　　　ＤＸ推進につきましては、既に１０月にプロジェクト
チームを立ち上げている。生活、産業、行政の分野、様々なところ
でＤＸを進めて行きたいと考えいる。
　また、デジタルの技術を活かしながら、地域課題の解決してい
く官民のプロジェクト「SmartCityX」に自治体では数少ない中に
入りまして、非常に先進的な企業とともに、地域課題を解決する
というプロジェクトに加入いたしており、こういった機会も使いな
がら全国にリードするような「デジタル先進県」を目指したいと考
えている。そのためにもまず職員がそういった方面に明るくなら
ないと考えておりまして、まず今年度はチーム員を中心にオンデ
マンド型、オンライン型の講座を受けている。来年度は、全庁に
広げていこうと思っている。

　　　　　福井県は社長輩出率日本一を長く続けていて、非常
に経営についてのノウハウを持った方々が沢山いらっしゃる。
独自に経営塾というようなものを開催をしていただいて後進を
育てるという活動をしていただいている方も沢山いらっしゃい
ますし、クラウドファンディングや官民ファンドを活用して独自に
民間の資金が自律的に応援していく動きもある。特に福井県が
目立っているのが、「福井ベンチャーピッチ」という仕組みを今
動かしております。色んな権限や規制を緩和していきながら伴
走型で起業家の支援をしてことで、「やはり起業するなら福井県
」といっていただけるような県にしていきたいと考えているとこ
ろでございます。

　　　　　ＤＸは、デジタルトランスフォーメーションの通称で
すが、 「ＩＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に
変化させる」  という概念でありますが、デジタル化に対する内容
を正しく理解し、新たな取り組みや新技術に対して自治体職員が
抵抗ないようにしなければ民間事業者の新たな取り組みを応援
することの弊害にもなりかねません。 デジタル先進県を目指して
若手職員から管理職 、  そして特別職にいたるまで全ての部局で
職員に対するデジタル化のスキルアップ、意識醸成の為の取り組
みが必要と考えますが知事の所見をお伺いします。

　　　　　創業支援、働き方改革等により若者に魅力ある仕事
を創ることはとても重要なテーマです。  若者の県外流出の流れ
を止め、 若者が流入してくるには魅力ある仕事が必要不可欠で
す。  県外に進学したとしても県外の学びや経験を活かして県内
で活躍してもらうには 、  そのスキルを活かせるやりたい仕事を
創っていくことや創業にチャレンジしやすい環境づくりが重要と
考えます。  そこで、 本県の創業支援スキームで他県にはない独
自の支援スキームについてお伺いすると共に、 本県で創業する
方々に対するアピールポイント、今後力を入れていくポイントに
ついて知事の所見をお伺いします。


